
 

停電中は空いている車のバッテリーを活用 
電気がきたら充電してバッテリーを返却 

災害時でも私的な通信に行政の手助けは期待できません。 
今のうちに地域の有志でこんな充電ツールを製作し 
すぐ役立つよう自分たちの地域の避難所等に設置しませんか？ 
自分たちで作れば、いざというとき自分たちで使える。 
自助・共助なにより災害弱者の助けにもなります。 
20年度の市民協働事業提案に採択されました。 
でも地域の要望が無ければ 21年度からの設置事業は進みません。 

今必要なのはあなたと地域の決断です！ 
あなた方の導入したいとの声が行政を動かすのです。 

防災・減災チャレンジャーの会 市民のショップねこの館内 伊藤 
連絡先 090-8550-8318 

大地震だあ！まずあなたに必要なのは？

これらも大切だけど、家族などに 
安否を知らせる連絡が最優先では！

ケータイも電池が切れたら役立たず
基地局は震度７でも耐えるのに 
こんなことでいいのですか？ 

そこで提案、みんなで作ろう

非常用ケータイ充電ツール 


